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8 月

国見町少年仲間づくり教室キャンプ研修会が、７月21

日から23日までの３日間、国立南蔵王青少年野営場

で行われました。

参加した38人の子どもたらは、炊飯活動・ハイキン

グ・キャンプファイヤーなどにたくさんの楽しい思い

出ができました。



平成元年度に使った国保医療費

一世帯当たり　36万円

一 人 当 たり　12万円

国

民
健
康
保
険
事

業
は
、
み
な
さ
ん
の
医

療
費
に
充
て
る
た

め
相

互
扶
助
を
目
的
に
生
ま
れ
た
制
度
で

、
み
な
さ
ん
か
ら
納

め
て

い
た
だ

い
て

い
る
国
民
健
康
保
険
税
と
国
か
ら
の
補
助
金

で
ま

か
な
わ
れ
運
営
さ
れ
て

い
ま
す

。

平

成
二
年
度
の
国

見
町
国

民
健
康

保
険
特

別
会
計
当

初
予
算

は
、
六
億
七

千
四
百
五

十
万

円
で

、
前

年
度

に
比
べ
四
％

の

滅

と
な

り
ま
し
た

。

今

月
は
、
お

も
に
国

民
健

康
保
険
と
国
保

税
に
つ

い
て
お

知

ら
せ

し
ま
す

。

一
人

医12　
万

療 円

の
費

三　 ％ 万 額 る

万 こ の
円 の 医 今

円 れ 減 で 八 療 年
の を と　｀ 九 費 度
医 月 な 昨 ％ 給 の
療 剛 っ 年 に 付 国
費 り て 慶 当 の 保
給 に い と た 割 特
付 す ま 比 る 合 別
と る す ぺ 六 は 会
な と　 ’て 億　’計IJ

｀　 六 四 砲 に
｀ ’IIE　　・ -1リ11 占
年 千　 五･: 絶 め

川

一
世
帯

当

た
り
約

．．．
十
五
万
円

、

】
人
当

た
り
で

は
約

十
二

万
円

と
な

り
ま
す
『
．

前
年

度
の

医
療

費
給
付

実
繍

は
、

．
世
帯

当
‥な

り
約

．一
．亅

六
万
円

（
負

担

し
て

い
た

だ

い
た
国

傑
税

は
約

十

九
万
円

）
．

］
人
呎
Ｊ
た

り
で

は
約

卜

こ
万
円

（
同

じ
く

岡
保
税

は
約

六
万

円

）
と

な
り

ま
す
．

医
腺
費

か

少
な
く

な
れ

ば
、
１

然

負
担
す
べ
き
国
保
税
か
少
な
く
な
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
か
常
に
健
康
に

注
意
し
、
適
正
な
受
診
に
努
め
、
医

療
費
上
り
に
ス
ト

。
ブ
を
か
け
ま
し

平成２年度　国 保 税 税 率
区 分 ��課税別合�税　　甲 �前年度税平�吋　 比

応能

割�

所 得 割�42 ％�5.65  %�6.  印 %�,  6 %

�資産割�10 ％ �35  , 67 %�3  れ % �､  5 %

応

益

割 �

餓保険者
均 等 割�33

％ �１人
当たり
.980

円 �

Ｉ人当たり

23.49 ?円 �2  ﾖ %

�世帯別
平 等 割�15

％ �
尾 帯 当 たり

32  靆 円 �l

世帯当たり
32.373円 � 的 . 4 %

一国保 税計 算例 （ ４人家 族の場 合）

・ 所　呀 頡　　 】5 ､ 円

・ 課税標準額　　1.250.000 円

・ 固定資産税　　　55.  网円（平均額）

１．所得割70,625 円(  】 . 2 .80円×-?ﾘ を ）

ｌ ．資産割　円 .6 円（　55. 円35.67･ ）

Ⅲ．均等割95.920 円（　23.9 円× ４人）

RI. 平等割 32  ﾖ 75 円 ０ 世帯当たり32.  5円）

計　 幻 8 円

※最鳥課税限度額420.000 円

国
保
税
率
決
ま
る

平
成
二
年
度
の
国
保
税
（
現
年
度

課
縵
分
）
は
、
三
億
九
百
四
十
六
万

円
で
、
加
年
に
比

べ
千
九
十
九
万
円

の
減
、
率
に
し
て
三
・
円
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

国
保
脱
は
、
袴
さ
ん
か
安
心
し
て

治
療
を
受
け
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。

こ
の
財
源
を
大
切
に
使
う
こ
と
は

し
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
か
。
納
期
内

完
納
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

圖葆和

１世帯jiとり師 部

9. 四 7円l

λgiたりけ 均）

62,092円

納黼讓
２期
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期

に 月 日



健康を守るため

人問ドックを

受けてみませんか

～個人負担は一割です～

町
で
は
．
働
き
盛
り
で
忙
し
い
青

年
・
壮
年
・
実
年
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
入
院
（
一
泊
二
日
）
人
間
ド
ッ

ク
、
日
帰
り
（
一
日
）
人
間
ド
ッ
ク

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
．

ぜ
ひ
受
検
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
．

▽
対
象
者

国
見
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
、
6
9歳
ま
で
の
方
。

入
院
人
間
ド
ッ
ク
、
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
と
も
申
し
込
み
順
各
川
名

▽
検
診
期
日

Ｈ
入
院
人
間
ド
ッ
ク

平
成
２
年
1
0月
～
平
成
３
年
３
月
1
5

日
ま
で
の
毎
週
火
・
木
曜
日

口

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

平
成
３
年
１
月
～
３
月
ま
で
の
毎

週
水
・
木
曜
日

※
ど
ち
ら
の
人
間
ド
ッ
ク
も
、
受
検

者
と
病
院
の
都
合
を
調
整
し
て
、

検
査
日
を
決
定
し
ま
す
。

▽
検
診
場
所
　
公
立
藤
田
総
合
病
院

▽
検
査
項
目

Ｈ
入
院
人
間
ド
ッ
ク

身
体
計
測
．
呼
吸
器
系
検
爽
、
循

環
器
系
検
査
、
腎
槻
能
系
検
査
、

肝
機
能
系
検
査
、
糖
尿
系
検
査
、

血
液
検
査

（
各
項
目
と
も
詳
細
に
検
査
）

口
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

入
院
人
間
ド
ッ
ク
か
ら
、
腎
機
能

系
検
査
、
胆
の
う
系
検
査
を
除
い

た
全
検
査
項
目

▽
検
査
結
果
と
事
後
指
導

検
査
結
果
に
基
づ
き
、
健
康
指
導

を
必
要
と
す
る
時
は
、
医
師
の
指

示
、
あ
る
い
は
保
健
婦
に
よ
り
事

後
指
導
を
行
う
。

▽
人
間
ド
ッ
ク
の
料
金

Ｈ
入
院
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
料
は
、

五
万
六
千
六
百
五
十
円

町
負
担
・：
五
万
一
千
五
十
円

佃
人
負
担
…
…
五
千
六
百
円

鬥一
日

帰
り
人

間
ド

ッ
ク

の
検
査

料
は

、

二
万
五
千
七
百
五
十
円

町
負
担
：
’二
万
三
千
二
百
五
十
円

個
人
負
担
…
…
一
一
千
五
百
円

▽
申
し
込
み
方
法

個
人
負
担
金
を
添
え
て
、
直
接
町

保
健
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▽
申
し
込
み
期
阻

平
成

２
年
９

月
1
0
日
（
月

）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

役
場
保
健
踝
国
保
係

魯
俶
２
１
１
１
、
内
線
１
４
３

国保と交通事故

( 第三者の行為による傷病)

交通 事故など、第三者の行 為によ

つてけかをした場合でも 、国保 で治

療か受けられます。

■すみやかに国保へ届け出を

国保で治療を受けようとするときは、

必ず国傑の1系に屈け出てください。

■医療費は加害者の負担

交通事故のように第三者の行為によってけが

をした場合、原則として伏療凹は加濱 者が負担

すべきものです。国傑を使って治療を受けたと

きは、国1策力1一時立替え、あとで加害者から返

してもらうということです。ただ、加害者から

治僚費を受け取ってしまっていると、国f笨力f使

えないということにもなりますから、国保へは

必ず届け出て、必蓍 な手続きをしてください。

こんなときは

届出を
届出は14日以内に

国
保
に
は
い
ー
と
梟
、

皿
俣
を
や
め
る
と
き

そ
　

の
　

ほ
　

か

こ ん な と き � 學続きに參萋なもの

他の市区町村から転入してきたとき �印かん、他の市区町村の転出証明書

職場の健康偉績をやめたとき �印かん
．　　　　　　　　 １

龜嶋の雜糜保険をやめた証明書　　Ｉ

生活保護をうけなくなったとき �印かん．像・廃止通知書

子どもが生まれたとき

一

他の市町村に臨出するとき �

印かん、保険証、母子手帳

�印かん、保膾瞿

龜碍の鬢豢保険に入ったとき �印かん、国像と職場の両方の像績証

生活保篳をうけるとき �印かん、保険証、保護開始轟鮪魯

細入者が死亡したとき �印かん、保険証、死亡の証明

市区町村内で隹所かかわったとき �印かん、保険証

世帯主かかわったとき �印かん、保険証

世帯がわかれたり、いつしよにな勹
たとき �印かん

、保羶瞳

退職者区庫制度の対象になったとき �印かん、保険証、年會証書

保 険 をなくしたときくあるいは汚て使え
なくなったとき） �

印かん、本人であることを証明する
もの（免許証など）

修零のため、別に悛唐を寞めるとき �印かん、佩績証．在掌旺明書

出かせぎ長期の餓行 �印かん．保険Ｕ



優

良

国
保
健
康
世
帯

国
保
健
康
老
人

を

表

彰

．

平
成
元
年
度
中
（
平
成
元
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
年
三
月
三
十
一
日
）

に
、
一
度
も
診
療
を
受
け
な
か
っ
た

健
康
世
帯
と
健
康
老
人
の
表
彰
式
か

八
月
九
日
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
表
彰
を
受
け
た
の
は
。
六

十
七
世
帯
の
健
康
世
帯
と
、
五
十
一

人
の
健
康
老
人
で
、
こ
の
方
々
に
共

通
し
て

い
え
る
こ
と
は
、
常
に
健
康

に
対
す
る
自
覚
と
。
自
分
に
適
し
た

健
康
法
を
も
ち
。
実
践
し
て

い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
」
習
慣
を
身
に
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

次
に
、
表
彰
さ
れ
た
健
康
世
帯
、

健
康
老
人
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

健
康
世
帯

敬
称
略

口
十
三
年
迎
続
世
帯
（
一
世
帯
）

▽
菅
野
秋
雄
（
内
谷
東
）

【
】
十
二
年
連
続
世
帯

こ

世
帯
）

▽
吉
田
タ
カ
（
貝
田
）

口
七
年
連
続
世
帯
（
一
世
帯
）

▽
大
竹
竹
夫
（
本
町
）

口
六
年
連
続
世
帯
（
一
世
帯
）

▽
上
沢
芳
正
（
大
木
戸
）

口
五
年
連
続
世
帯
（
三
世
帯
）

▽
菊
地
あ
さ
子
（
大
町
南
）
　
▽
佐

藤
次
郎
（
山
崎
小
舘
）
　
▽
鴨
田
常

雄
（
小
坂
）

口

四
年

連
続

世
帯

（
六
世

帯
）

▽
宍

戸
且

郎
（
宮
舘

）
　

▽
豊
田

掾

（
源

宗
山
西

）
　

▽
関

本
東

（
板
擒

）

▽
高

檎
栄

子
（
太

田
川

）
　

▽
武
田

富
夫

（
第

三
）
　

▽
松

浦
伍

郎
（
築

舘
）

口

三
年
連

続
世

帯

（
六
世
帯

）

▽
石
川
好

一

（
錦
町

）
　

▽
菊
地

吉

伴

（
石
母

田
原

）
　

▽
瀬
戸
健

二
郎

《
駅
前
）
　

▽

佐
藤

勝
男
（
泉

田
中

）

▽
鴨
田
忠

二

（
内

谷
柬

）
　

▽
引
地

茂

太
郎

（
徳
江

北
）

口

二
年
連

続
世

帯
（

十
二
世

帯
）

▽
新
妻
準

（
錦

町
）
　

▽
遠

麗
重

蔵

（
大
町
北

）
　

▽
半

沢
幸
祐

（
宮

町

南

）
　

▽
中
野

昇
三

（
鶉
町

）

▽

吉
川

栄
寿

（
山
根

）
　

▽
佐
藤

直

冶
（
山
崎

舘
）
　

▽

斎
藤
ツ

ギ

子

（
原

宗

山
西
）
　

▽

武
田

一
郎

（
泉

田
下
）
　

▽
村

上

善
衛

（
徳
江
北

）

▽
大
波

茂

《
第
九
）
　

▽

佐
藤

萎
麗

（
北
部

）
　

▽
鈴
木

富
治

｛
中
部

｝

（
中
郎

）

ロ

ー
年

世
帯
｛

三

十
六
世
帯

｝

▽
佐
々

木
治

郎
（
駅

前
）
　

▽
斎

藤

唯
一
｛

錦
町

｝
　

▽
古
川

ひ
さ
子

｛
大
町

甫
｝
　

▽
小

柴
実

（
大
町
南

）

▽
秦
勝

喜
（
大

町
北

）
　

▽
寺

鳥
忠

男
（
本

町
）
　

▽

大
森
忠

治
郎

（
宮

町
南
）
　

▽
内
村
真

（
町
東

）

▽
藍
田

勉
（

町
柬

）
　

▽

佐
藤
孝

男

（
石
母

田
東

）
　

▽
斎
藤

長
一

（
石

毋
田
西

）
　

▽
為

橋
サ

タ
（
山
崎

北

）

▽
菅

野
英
一

（
山

崎
舘
）
　

▽

伊
東

正

（
山
崎
舘

）
　

▽
佐
藤

恵

子
（
小

坂
）
　

▽

後
藤
済

（
小
坂

）
　

▽
渡

辺
由

美
子

（
板
橋

）
　

▽
高
檎

宗
一

（
泉

田
中

）
　

▽
佐
藤

豊
蔵

（
泉
田

中
）
　

▽

安
積

イ
キ

（
泉

田
中
）

▽

菅
野
義

夫
（
内

谷
西

）
　

▽
菅
野

冨
良
雄
（
内
谷
西
）
　
▽
昔
野
よ
し

子
（
内
谷
東
）
　
▽
小
幡
喜
一
（
第

三
）
　
▽
村
上
ア
キ
エ
（
第
四
）

▽
渡
辺
一
（
徳
江
北
）
　
▽
大
波
末

吉
（
第
九
）
　

▽
近
江
美
之
（
第
十

二
）
　
▽
‘桜
沢
忠
市
（
光
明
寺
）

▽
後
藤
勝
夫
（
高
城
）
　
▽
佐
藤
キ

ク
（
大
木
戸
）
　
▽
瀬
戸
定
良
（
中

郎
）
　
▽
佐
久
間
奉
助
（
宮
東
）

▽
瀬
戸
帰
郎
（
上
野
ｙ
　

▽
高
橋
茂

｛
源
宗
山
西
｝
　
▽
後
藤
渡
男
（
源

宗
山
北
）

健

康

老

人

敬
称
略

▽
後
庫

マ
ツ

（
錦

町
）
　

▽
新

妻
準

｛

錦
町

｝
　

▽
後

薦
ヨ
テ

（
大

町
南
）

▽
後
藤

地
平

（
大

町
南
）
　

▽

秦
勝

喜

（
大
町

北

）
　

▽
平
館

き
よ

子

（
大
町
北

）
　

▽
秦

ミ
サ

ホ
（
宮

町

北

）
　

▽
阿

部
ク

ラ
ヨ
（
石

毋
田

表
）

▽

松
浦

従
子

（
石
母

田
原

）
　

▽
松

浦

櫓
治
郎

（
石

ほ
田

西
）
　

▽

斎
藤

長

一
（
石

毋

田
西
）
　

▽

高
橋
キ

ヨ

（

山
崎
北

）
　

▽
村

上
嘉
一

（
山

崎

北

）
　

▽
高
橋

サ
タ

（
山
崎

北
》

▽

吉
田
重

兵

衛
（
山

崎
舘
）
　

▽

盲

田
ハ
ル
（
山
崎
舘
）
　
▽
内
村
ス
イ

（
太
田
川
）
　
▽
鈴
木
ヒ
ロ
ノ
（
太

田
川
）
　
▽
高
橋
宗
一
（
泉
田
中
）

▽
佐
久
間
八
郎
（
第
二
）
　
▽
小
幡

喜
一
（
第
三
）
　
▽
武
田
フ
ミ
（
第

三
）
　
▽
斎
藤
小
太
郎
（
第
四
）

▽
斎
藤
リ
ン
（
第
四
）
　
▽
斎
藤
兼

言
（
徳
江
北
）
　
▽
斎
藤
イ
ネ
（
徳

江
北
）
　
▽
佐
藤
充
作
（
第
七
）

▽
佐
薦
翕
治
（
第
十
二
）
　
▽
佐
藤

セ
イ
（
第
十
二
）
　
▽
荀
地
久
七

（
第
十
二
）
　
▽
松
田
タ
ケ
ヨ
（
貝

田
》
　
▽
遠
藤
フ
ク
（
光
明
寺
）

▽
阿
部
ク
ラ
（
大
木
戸
》
　
▽
忍
い

ｐ
｀
を
（
大
木
戸
）
　
▽
阿
部
長
（
大

木
戸
）
　
▽
佐
藤
キ
ク
（
山
根
）

▽
瀬
戸
ト
ミ
ヨ
（
中
部
）
　
▽
玉
手

寿
朗
（
中
部
）
　
▽
瀬
戸
ミ
チ
（
中

部
）
　
▽
鈴
木
カ
ツ
イ
（
川
内
）

（
川
内
）
　
▽
岩
城
健
治
（
川
内
）

▽
高
橋
政
太
郎
（
沢
田
》
▽
瀬
戸
寿

郎
（
上
野
）
　
▽
黒
岩
吉
武
（
源
宗

山
北
）
　
▽
舟
山
な
ぽ
（
宮
町
北
）

▽
吉
田
マ
ツ
ノ
（
山
崎
舘
）
　
▽
村

上
ア
キ
エ
（
第
四
）
　
▽
大
波
勇

（
沢
田
）
　
▽
菊
地
キ
チ
（
第
十
）

▽
高
橋
徳
平
｛
只
田
ｙ

さ
よ
う
な
ら

ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
先
生

県
北
中
学
校
で
英
語
指
導
に
あ
た

っ
て
い
た
マ
ッ
ク
フ
ェ
リ
ー
・
ク
リ

ス
チ
ー
ヌ
・
メ
ア
リ
ー
先
生
の
送
別

会
か
七
月
二
十
四
日
、
福
鳥
国
見
町

農
協
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
先
生
は
、
外
国
青

年
英
語
指
導
助
手
と
し
て
昨
年
八
月

か
ら
一
年
間
、
国
見
、
保
原
両
町
で

英
語
は
も
ち
ろ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
の
文

化
な
ど
に
つ
い
て
も
指
導
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

送
別
会
に
は
。
冨
永
武
夫
町
長
、

松
浦
義
男
町
亀
会
議
長
を
は
匕
め
二

十
五
名
が
出
席
。
県
北
中
生
を
代
表

し
て
英
語
ク
ラ
ブ
員
十
二
名
も
出
席

し
、
ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
先
生
と
の
別
れ

を
惜
し
ん
で
い
ま
し

た
。

社会福祉協議会のねがい

社 会福祉 協議 会 （略 称 社゙協l

は．地 域福 祉の 発展 を目的 とし

た、 住民に よ る住民の ため の民

間の 自主的 な団 体で 、その 原則

は． 住民主 体と 住民 総参加 にあ

り ます ．

人間とし て も、てい る本 能の

「思い や りの心」 を搨 り忍 こし 、

小 さな書 意を、 みλ なの心 、 ち

から で育 んでこ そ． その大 きな

和か 輪と な 、て ．そ の地 域、町

か心豊 か な真の 平和 な社会 とな

り、 買奥の 幸せ を求 める もの と

考 えられ ます．

福祉の 心を底 辺に も って、 小

さな 活動 を永 く続け てこ そ、明

るい 町づ くりの 原点 にな る もの

と思 い ます．

※ 社協へ の加入 、い つで も出 来

ます ので 、その 際、 社 協事務 局

（壼８５－2111 内 線ｰ  3 6 )

にご 連絡 くだ さい．

Ａクリスチーヌ先生、一年間どうもありがとう



農業委員決まる

会長に吉田進さん

任
期
満
ｒ

に
伴
う
国
見
町
農
業
委

員
会
委
員
の
一
般
選
挙
か
、
七
月
十

日
告
示
さ
れ
ま
し
た
か
、
十
五
人
の

選
挙
委
員
の
定
数
に
対
し
、
同
数
の

立
候
補
者
の
た
め
、
無
競
争
当
選
と

な
り
ま
し
た
．

一
方
．
選
任
委
員
と
し
て
、
議
会

か
ら
推
薦
さ
れ
た
五
人
、
福
島
国
見

町
農
業
協
同
組
合
及
び
伊
達
地
方
農

業
共
済
組
合
か
ら
の
推
薦
各
一
人
が

選
任
さ
れ
、
計
二
十
二
人
か
新
し
く

農
業
委
員
と
し
て
、
今
後
三
年
間
、

活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

七
月
二
十
三
日
、
農
業
委
員
会
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
吉
田
進

さ
ん
．
会
長
職
務
代
理
者
に
松
田
平

治
さ
ん
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
．
ま
た
．

県
農
業
会
叢
一
号
会
議
員
に
は
会
長

の
吉
田
さ
ん
か
選
出
さ
れ
ま
し
た
．

新
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

（
会
長
、
会
長
職
務
代
理
者
以
外
は

議
席
順
で
す
。
敬
称
略
）

古
田
　

進
　
6
1
　現

会
　

長

松
田
　
平
治
　
5
2
　硯

会
長
職
務

代
理
者

佐
藤

芳
一
　
6
0
　現

朽
木

勝
之
　
4
2
　新

菊
地
　
平
助
　
5
8
　現

斎
藤

忠
男
　
6
2
　現

萄
江
　
順
吉
　
ｓ
　
硯

鈴
木
　
伴
治
　
7
1
　新

後
藤

昌
伸
　
6
2
　現

高
礦
多
三
郎
　
6
7
　新

賀
藤
　

貞
　
5
7
　現

安
禎

貞
夫
　
5
2
　現

後
藤
與
志
男
　
4
2
　新

松
浦
　

栄
　
5
7
　新

渡
辺

善
一
　
6
5
　現

安
藤

良
一
　
6
5
斬

斎
藤
　
光
吉
　
6
3
　現

咲
澤
　
長
次
　
6
3
　現

拌
砂
　
善
栄
　
4
3
　新

熊
坂
　
一

一
　
6
4
　
現

菊
地
　
光
二
　
5
9
　
現

佐
久
川
昭
雄
　
5
9
　
新

会長珮務代理者

松田平 治 さん
会　 昊

吉田　進さん

献
血
に
8
7名
が
協
力

七
月
三
日
、
県
の
移
助
採
血
車
が

来
町
し
ま
し
た
。
今
回
は
小
坂
小
学

校
前
を
は
匕
め
、
町
内
四
か
所
で
献

血
活
助
を
行
い
、
8
7名
の
方
々
に

ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不

同

・
敬
称

略
）

●
印
の
方
は
四
〇
〇

に
協
力
者
で
す

（
一
般
協

力
》

一

黒
田
　

武

横

山
　

タ
キ

小

坂

精

一

阿
部

澄
子

佐

藤
　

弘
子

熊
坂
　

カ

ッ

．襾
橋
テ

ッ

子

後
藤
　

征

男

高
橋
　

力

高
橋

勝

美

斎
藤
　

正

吉
田

昌

子

内
村

有

子

佐
藤

紀
子

・
林
　
栄
次
郎

後
藤
與
志
男

若
林
　
利
子

Ｓ
大
内
　

一
郎

横
山
　
照
芙

浅
野
ミ
サ
ヲ

佐
藤
　
洋
一

高
橋

和
美

菊
地

芳
昇

黒
田

勝
美

尾
形
　
広
治

内
村
美
奈
子

《
小
坂
小
学
校
》

平
久
井
芙
佐
子

《
国
見
町
農
協
）

熊
坂
　
文
男

《
国
見
精
機
》

●
金
子

兼
司

荻
野
　

陽

●
半
沢
　
雅
美

商
礦

庄
次

斎
藤
栄
叉
子

本
川
　
政
予

秦
　

伸
子

青
木
と
も
子

●
佐
々
木
八
五

須
田

憲
一

菊
地

国
光

松
浦
　
チ
イ

北
沢

幸
一

《
サ

ン
エ
ム

電
気
》

金
間

英
夫

中
山

秀
弘

阿
郎
み
ゅ
き

●
佐
藤
　
一
行

佐
藤
　
文
子

《
国
見

ガ
ス

住
宅
詮

傭
》

高
橋
　

政
味

《
福

鳥
信
用

金
庫
国

見
支
店

》

桜
非
　

利

広

《
清

水
製
作

所
》

●
荻
原
　

宏

星
　

彰
夫

後
藤
　
徳
良

瀬
野

次
男

佐
藤

幸
治

八
島
　

征
搓

《
睦
商
會
》

半
沢
　
善
子

本
多

洋
一

松
浦

金
蔵

佐
藤
　

修

渡
辺
　
一
仁

秦
　

善
五

《
国

見
町

商
工
会
》

佐
藤
　
博
之

佐
久
間
正
男

鈴
木
　
俊
博

釦
水
　
正
春

高
橋

芳
男

《
国

見
町

役
場
》

松
浦
　
幸
雄

八
巻

忠
義

渋
谷

和
洋

後
藤
登
災
子

武
田

友
江

武
田

幹
夫

安
藤

幸
江

遠
藤

喜
正

菅
野

信
朗

引
地

由
則

武
田
　
正
裕

阿
部
　
正
一

佐
藤

教
子

曳
地
か
お
り

吉
田

恵
子

佐
藤
　

孝

佐
久
間

正

松
浦

昭
一

古
田
　
義
勝

宍
戸

浩
弗

松
浦

郁
子

申
込
者
　
百
十
一
名

採
血
者
　
八
十
七
名

松
浦
さ
ん
ら
に

銀
色
有
功
章

松浦光男さん引地由則さん

三
十
回
以
上
の
献
血
協
力
者
に
贈

ら
れ
る
日
本
赤
十
字
杜
の
銀
色
有
功

章
か
、
松
浦
光
男
さ
ん
（
大
木
戸
字

中
穗
９
）
と
引
地
由
則
さ
ん
（
徳
江

字
舘
1
5）
の
お
二
人
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。



各課紹介
４

建 設 課

豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た

め
、
都
市
計
面
、
道
水
路
の
整
備
を

は
じ
め
、
公
営
住
宅
の
建
設
等
、
生

活
幕
盤
づ
く
り
の
た
め
、
建
設
諜
は

三
係
九
名
で
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
重
点
事
楽
と
し
て
は
、

産
業
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
国
道

４
号
よ
り
山
崎
工
業
団
地
に
通
じ
る

都
市
計
面
街
路
の
新
設
、
源
宗
山
住

宅
登
口
よ
り
県
道
（
む
さ
し
や
商
店
）

ま
で
の
一
方
通
行
解
除
の
た
め
の
改

良
。
内
谷
・
小
坂
を
結
ぶ
産
業
生
活

道
路
の
改
良
等
に
取
組
ん
で
お
り
ま

す
。

■
係
の
主
な
仕
事

※
建
設
係
（
四
名
）

●
道
路
、
橋
梁
。
河
川
等
の
新
設
、

改
良
に
関
す
る
こ
と
。

●
公
営
住
宅
の
建
設
に
闌
す
る
こ
と
。

●
倒
、
県
事
業
と
の
辿
絡
、
調
整
に

闘
す
る
こ
と
。

・

公
共
土
木
施
股
災
害
復
旧
に
閣
す

る
こ
と
。

※
管
理
係
（
二
名
）

●
道
路
、
水
賂
、
河
川
等
の
維
持
管

理
に
閲
す
る
こ
と
。

・
上
地
（
道
路
、
水
路
）
の
境
界
に

閣
す
る
こ
と
。

・

廃
道
敷
。
廃
川
敷
の
管
理
、
処
分

に
関
す
る
こ
と
。

一
公
営
住
宅
の
維
持
管
理
に
関
す
る

こ
と
。

●
道
路
使
用
に
関
す
る
こ
と
。

※
都
市
整
偏
係
（
二
名
）

・
都
市
計
画
法
に
幕
づ
く
整
備
開
発

に
つ
い
て
。

・

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
趣
築
破
認

等
の
進
達
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

道
路
に
は
、
広
城
的
な
役
割
を
果
た

す
国
県
道
と
、
直
接
地
城
の
生
活
道

と
な
る
町
逎
が
あ
り
ま
す
。

町
に
は
幅
貝
一
・
ハ

メ
ー
ト
ル
と

抉
あ
い
な
道
略
か
ら
、
十
ニ
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
町
道
が
橡
延
長
で
二
二
三

・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
あ
り
、
整
備

状
況
（
平
成
元
年
四
月
一
日
現
在
）

を
み
る
と
、
総
延
長
に
対
し
改
良
済

率
か
円
十
六
・
七
％
、
舗
装
済
串
四

卜
四
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

管
内
と
比
較
す
る
と
改
良
済
串
で

十
六
・
三
％
、
舗
装
済
串
で
十
一
丁

五
％
上
ま
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
未
改
良
路
線
か
多
い
の
が
現

状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
仕
事
を
す
す

め
る
に

は
、
各
種
開
発
計
画
と
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
な
け
れ
ば
進
め
る
こ
と
か
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
ぉ
願
い

い
た
し
ま
す
。

職 員 紹 介

皿設諱長(魯内線240 )
鈴木捷 治

建詮係(き内線243 ・244 )
後豚 澄雄・ 古ｍ恵子・佐久間正・阿郎正一

管理係(魯内線242 )

渋谷和洋・松浦昭一

都市整傭係(ｓ 内線241)

安田博三・ 占田義椦

数
字
か
ら

描
く
日
本
の

ゆ
め
・
み
ら
い

1
0月
１
日
は
国
勢
調
査
の
日
で
す

記
入

は
黒
鉛
筆
で

Ｏ
調
査
表
は
、
必
ず
黒
鉛
筆
で
記
入

し
て
く

だ

さ

い
。
ボ

ー
ル
ペ

ン
や

万
年
筆

は

、
黒
色

で
も

絶
対
使
用

し
な

い
で
く

だ

さ

い
・

○
答
え

を
文
字

ま

た
は
数
字

で
書

く

と
こ

ろ
は
こ

…
。。一
か

ら
は

み
出

さ

『
ＪＩＩ
■

な

い
よ

う

に
し
て
く

だ
さ

い

。

○
書
き
間

違
え

た
場
合

は

、
消
し

ゴ

ム
で

き
れ

い
に
消

し
て
か

ら
正

し

く

記

入
し
な

お
し

て
く

だ
さ

い
。

調
査
項
目
は
1
4項
目

今
回
の
調
査
は
、
氏
名
及
び
男
女

の
別
、
続
柄
、
出
生
の
年
月
、
配
偶

者
の
有
無
、
岡
籍
、
世
帯
の
居
住
状

況
な
ど
。
全
部
で
1
4項
目
で
す
。

調
　

査
　
票

調
査
粟
は
「
光
学
式
マ
ー
ク
読
取

装
置
」
と
い
う
機
械
で
集
計
し
ま
す
。

こ
の
機
械
は
文
字
か
わ
く
か
ら
は
み

出
し
た
り
、
調
査
票
が
折
れ
た
り
汚

れ
た
り
し
て
い
る
と
正
確
に
読
み
取

る
こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

調
査
票
は
一
枚
に
四
人
ま
で
記
入

で
き
ま
す
。
五
人
以
上
の
世
帯
は
二

枚
以
上

に
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

調

査
票
の
配

布
と
回

収

担
当
の
調
査
只
は
、
９
月
2
3日
か

ら
3
0日
ま
で
の
間
に
受
け
持
ち
調
査

区
内
の
各
世
帯
に
『
調
査
票
』
を
お

配
り
し
、
1
0月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
間
に
も
う
一
度
お
伺
い
し
、
記
入

済
み
の
調
査
票
を
取
り
集
め
ま
す
。

調
　

査
　
員

国
見
町
内
を
6
3の
飼
査
区
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
区
を
次
の
飼
奏
員

が
担
当
し
ま
す
。

糾
査
員
は
、
総
務
庁
長
官
の
任
命

に
よ
る
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
、

調
査
に
よ
っ
て
知
り
得
た
秘
密
は
、

他
に
漏
ら
す
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ

て

い
ま
す
。
な
お
、
記
入
し
た
内
容

を
調
査
員
に
見
ら
れ
た
く
な
い
場
合

は
、
密
封
用
封
筒
に
入
れ
て
お
渡
し

く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
飼
査
員
は

開
封
せ
ず
、
町
で
開
封
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
あ
り
の
ま
ま
に
ご
記
入

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■

藤
田
地
区
の
調
査
員

繊

月
　
　

繁

岡

崎

長

平

商

橋

哲

男

羽

根

俊
　
一

古

田
　
　

進

奥

山

美
津
子

秦
　
　

和

夫

富

田

正

児

俺

藤

清

子

佐

藤
　
　

實

奥

山
　
　

宏

阿

部

善

雄

阿

部

重

男

佐

蔭

拓

三

人

内

勝

美

斎

藤

ヒ
サ
予

察
　
　

精

三

岩

城

鳳

大

古

田

盛

笑

菊

地

恒

夫

佐

藤

康

列

宍

戸
　
二
　
夫

一

小
坂
地
区
の
調
査
員
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6旧奥州道中沿いの

貝田庚申塔

菊　池　利　雄

▲庚申供薺墸

旧

藤
田

宿
か

ら
国

見
峠

を
越
え

て
、

奥
州

道
中

が
貝

田
宿

へ
向

か
う

道
筋
、

高
城

と
只

田
の
村

界

か
ら
北

に

Ｉ
〇

〇
μ

進
ん

だ
、

右
側

の
高

い
土

手
の

上

に
は
近

世
の
中

期

、
元
文

四
年

十

月

に
建

碑
さ
れ

た
庚
申

塔

が
あ

る
。

国

見
町
内

の

庚
申

塔
は

、
神
社

や

寺

院
の
境

内

に
数
多
く

見

受
け

ら
れ

る
が
、

い
ず
れ
も
小
さ
な
も
の
が
多

く
、

そ

の
中
で

こ
の
庚

申
塔

は
台

座
石

の

上

に
高
さ

一

ニ

ーＵ

、
幅
六

〇

耄り
Ｕ

、

厚

さ
四
〇
４

Ｕ

、
削
平

さ

れ
た
柱

状

の

も
の
で

表
面

に
は

庚
申
供

養
塔

と

建
立

の
年

月
日

、
施

主

十

一
名

か
刻

字
さ

れ
て

お
り
、
筆

者

の
管
見

の
か

ぎ
り
で

は
、

町
内
で

最
も

古

い
年
代

に
帆
す

る
も

の
で
あ

り
、

な
お

か
っ

形

も
大

き
な

庚
申
塔

で
あ

ろ
う
・

庚
申
信

仰

は
、
中

国
の

道
教

に
よ

る
三
尸

説
に
基

づ
く

信
仰

で
、
平

安

時

代
以

降
朝

延
を
は
匕

め

、
広
く

民

間

に
も
普

及
し

、
特

に
農
村

で

は
庚

申

講
と

し
て

発
達
し

た
と

い
わ

れ
て

い
る
．

庚
申

と
は
六
〇

年

あ
る

い
は
六
〇

か
λ
廴
　
か
心４－
４

日
ご
と

に
め
ぐ

る
、

干
支

の
庚
申

の

年

ま
た

は
日

に
、
特
殊

な
禁
忌

が
要

求

さ
れ

る
信
仰

で
あ

る
・

道

教
の

脱

く

と
こ
ろ

で
は

、

『
人
間
の

体
内

に

は

天
界
を

支
配

し
て

い
る
天
帝

（
北

極

星
）
か

ら
遣

わ
さ

れ
た
三

尸
の
虫

が
い
て
、

常

に
そ
の
行

い
を

監
視
し

て

お
り
、

庚
申

の
日
の
夜

、

そ
の

人

が
眠
り

に
つ

い
て

い
る
と
き

、
爪
先

か

ら
抜
け

出
し
て

天

に
昇

り

、
天
帝

に

そ
の
罪

過
を
報

告
す

る
と
生

命
か

奪
わ

れ
る
Ｊ

と
し

て
、

人

々
は
こ
れ

を
怖

れ
庚
申

の
夜

に

は
、
徹
夜

を
し

て

語
り
合

い
、
酒

食
の

宴
を
催

す
風

習

が
お
こ

り
、

こ
れ

が
今

日
ま

で
伝

わ

る

庚
巾
待

・
庚
申

講
の

原
形

と
な

っ
た
．
特

に
こ

の
夜

は
．

男

は
女

人

を
避

け
結

婚
を
禁

じ
ら

れ
る

と
と
も

に

、
こ
の

日
に
結

ば
れ
て

で
き

た
子

は
盗

人
の

性
格
か

あ
る

と
し
て

恐
れ

ら

れ
て

い
た
．

室
町

時
代

の
末
頃

に
な

る
と

、
六

○

年

ご
と
に

め
ぐ

る
庚
申

の
年

に
は

「
庚
申

待
供

養
」
の

石
塔

か
建
て

ら

れ

る
よ
う

に

な
り
、
申

待

と
も
書

か

れ
て

猿
を

神

の
使

い
と
す

る
、
日
枝

（

山
王
）
権

現
の

信
仰

と
も
習
合
（
嫖

’

溥

１
一
し

た
・

ま
た
ゝ

密
教

で
の
六

本

の
手
を

も

。
て

、
悪

疫
を

調
伏
す

る
疔

而
金

剛
像

か
、
庚

申
様

と
し
て

但
仰

の
対
象

と

さ
れ

た
り

。
古

典
で

道
案
内

の

神
と

さ
れ
る

猿
田

彦
神

と

の
連
想

か

ら
、
道

祖
神

と
も
習

合
し

て
、

境
の

神
と
し

て
祭

ら
れ

る
こ

と

も
あ

り
、
本

稿
の
貝

田

の
庚
申

塔
は

そ
の
典

形
的

な
例

で
あ

ろ
う

。

国
見

に

お
け

る
庚
申
塔

の
所

在
地

や

数
、

お
よ

び
建

碑
の
縮
年

な
ど

に

つ

い
て
は

。

飼
査

が
十
分
で

な
く

明

確
で

は
な

い
か

、
近

世
以
降

に

お
け

る

庚
申
の

年
は

、

延
宝

八
年

（
一

六

八
〇

）
、

元
文

五
年

（
一
七

四
○

）、

寛
永

十
二
年

（
一
八
〇

〇
）

、
万

延

元
年

（
一

八
六
〇

）

お
よ

び
大

正

九

年

（
一
九

二
〇

）
の
五

回
で

あ
る

か
、

建
立

年
の
不

明

な
も
の

か
多
く

、

延

宝
期

の
も

の
は

発
見
さ

れ
ず
元

文

期

の
も

の
も

ま

れ
で
、

寛
永
か

ら
幕

末

に
か

け
て

の
も

の
が
最

も
多

い
よ
う

で
あ

る
か
、

詳
し

く
は

今
後

の
調
査

検
討

に
待
ち

た

い
。

参

考
文
献
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鴨
　
田

清

作

女

藤

良
　一

■

森
江
野
地
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調
査
員

佐
久
間

春

雄

宍

戸

安

次

菊

地

憲

七

佐

藤

茂

良

蓬

田

正

敏

佐

藤

昭

次

商

柵

正

明

佐

藤

充

作

大

波

治

男

■
大
木
戸
地
区
の
調
査
員

佐

藤

幸

治

高

橋

春

災

八

鳥

藤

市

八

鳥

健
　
一

菊

地

勝

雄

渋

谷

節

男

佐

藤

庄

一一
。

松

浦

長

明

■
大
枝
地
区
の
調
査
員

佐

藤

喜
久
火

瀬

戸
　
　

孝

小

林
　
ご丶
　
ヨ

斎

藤

幸

衛

《
国
勢
調
査
指
導
員
）

佐

藤

和

次

武

Ⅲ
　
　

孟

谷

津

富

夫

仲

野

周
］
郎

小

林

福

治

10月１日　国見町の人口は？
～国勢調査の人口当てクイズ～

岡 見町では国勢調 査の人口当てクイズを募集中です.10

月１日の人口は 何人でしょう？
ズバり賞・前後賞 など賞品を多数用意しています．

次の萋領で．どしどし ご応募ください．

黔応募要領
１ハガキに10 月１日現 在の予恕人口を「○ＯＯＯ人」

と記 入してください．

２住所 、氏名、年齢、竃話 番号もお忘れなく．

●応募先
e ９６９－17 国見町大字● 田字一丁岡二．２のｌ

国見町後場企百廝工譟

●紳め切り　　９月 日 (当日消印有効）
●その他　 書面に記入のうえ，直披持参も可．

人口の推移

昭和萄年 �12 672人

45年 �.093 人

54}年 �.9 人
55年 �.0 人
60年 �.20 人

平成２年８月１日 �ll 78人

お　 も　 て

969－17

国

見

町

大
字

藤
田

字

一
丁

田

二

．
２

の
１

国

見

町

役

崎

企

画

商

工

課

宛

う　　 ら
十

月

一
日

の

予

苹

人
口

は

○
○

○

○

○
人

住
　

所

氏
　

名

年
　

舳

竃
鈷

番

丹



職員募集

公
立
藤
田

病
院
組
合

平
成
三
年
度
採
用
の
公
立
藤
田
病

院
組
合
職
員
（
大
学
卒
程
度
）
採
用

候
補
者
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

▽
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務

若
干
名

▽
受
験

資
格

昭
和
4
2年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
4
4

年
４
月

―
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
平
成
３
年
３
月
ま
で
に
大
学

卒
業
見
込
み
の
者

▽
試
験
の
期
日
・
場
所

平
成
２
年
９
月
Ｓ
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
受
付

福
鳥
県
自
治
会
館
（
県
庁
西
隣
り
）

二
次
試
験
に
つ
い
て
は
一
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

▽
受
験
手
続

Ｈ
申
込
用
紙
は
公
立
藤
田
総
合
病

院
で
交
付
し
ま
す
。

口
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
公
立
藤
田
総
合
病
院
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
票
を

受
領
し
た
と
き
は
、
最
近
６
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
本
人
の
写

真
（
上
半
身
、
脱
帽
、
正
面
向

き
’

縦
６
㎝
×
横
4
.
5
m
）
を
は

っ
て
、
賦
験
当
日
に
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
・

▽
受
付
期
間

８
月

Ｉ
ロ
（
水
）
～

８
月
3
1
日
（
金
）

午
前

８
時

半
～

午
後
５

時

郵

送
の
場

合
は

８
月
2
8
日
ま

で
の

消

印
有
効

■

関
い
合
わ
せ

公
立
藤
田
総
合
病
院
庶
務
課

一
ａ
2
1
2
1

電
気
の
安
全

使
う
あ
な
た
が
主
役
で
す

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す
。

電
気
は
無
色
無
臭
で
卩
で
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
電
気
設
備
か
悪

く
な
っ
た
り
、
取
り
扱
い
を
誤
り
ま

す
と
感
電
す
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

感
電
事
故
を
起
こ
し
て
か
ら
、「
あ
の

時
さ
わ
ら
な
け
れ
ば
：
气

『
な
ぜ
ア

ー
ス
を
つ
け
な
か
っ
た
の
か
…
』『
あ

ん
な
電
気
機
械
を
使
わ
な
け
れ
ば
…
』

な
ど
。
あ
と
で
悔
や
ま
れ
る
こ
と
か

多
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
。
全
国
の
感
電
災
害
は

７
月
か
ら
９
月
の
三
か
月
間
に
集
中

し
て
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
点
か

ら
毎
年
８
月
に
通
商
産
業
省
の
主
唱

の
も
と

’
電
気
使
用
安
全
運
動
』
か

全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

『
電
気
の
安
全
．
使
う
あ
な
た
が

主
役
で
す
』
．
み
ん
な
で
電
気
の
取

り
扱

い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
．

福島大学

平
成
三
年
度

社
会
人
特
別

選
抜

学
生

募
集

福
島
大
学
の
行
政
杜
会
・
経
済
両

学
部
の
『
夜
間
主
コ

ー
ス
』
は
、
勤

劣
者
・
社
会
人
を
対
象
に
、
次
に
よ

り
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員

①
行
政
阯
会
学
部
夜
間
主
コ
ー
ス

・
行
政
学
科
…
…
…
…
2
0人
以
内

・
応
用
社
会
学
科
…
…
1
0人
以
内

②
経
済
学
部
夜
間
主
コ
ー
ス

・
経
済
学
科

・
経
営
学
科

3
0人
以
内

▽
出
願
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
合
格

し
た
場
合
入
学
す
る
こ
と
を
確
杓

で
き
る
者

印
大
学
入
学
資
格
を
宥
し
．
平
成

３
年
３
月
3
1日
現
在
．
年
齢
潤

2
3歳
に
迪
し
、
５
年
以
上
の
祉

会
人
と
し
て
の
経
験
を
有
す
る

者
叨
仙
記
小
以
外
の
者
で
、
現
に
就

業
し
、
入
学
後
も
就
業
を
続
け

る
意
志
を
持
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者

①
平
成
２
年
３
月
以
前
に
商
等
学

皎
を
卒
業
し
た
者
．
ま
た
は
通

常
の
課
程
に
よ
る
1
2年
の
学
校

教
育
を
終
了
し
た
者

②
平
成
３
年
３
月
に
高
等
学
校
の

定
時
制
ま
た
は
通
信
制
課
程
を

卒
業
見
込
み
の
者

③
大
学
入
学
資
格
検
定
の
合
格
翕

▽
出
願
期
間

９

月
2
5
日
（
火

）
～
1
0
月
１
日
（
月

）

▽
試
験
科
目

小
論
文
及
び
面
接

▽
試
験
日

平

成
２
年
1
0
月
1
7
日
（
水
）

▽
試
験
場
所

福
馬
大
学

■
要
項
諦
求
・
問

い
合
わ
せ

一
9
6
0口福
島
市
松
川
町
浅
川
宇
直

道
２
　
福
島
大
学
学
生
部
入
学
主

幹
付
入
学
試
験
係

一

肪
5
1
5
1

内
線
2
2
5
3

年
金
受
給
権
者
が

死
亡
し
た
と
き
は

速
や
か
に
届
け
出
を

国
民
年
金
の
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

届
け
出
が
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
年
金

の
過
払
い
に
な
り
、
返
納
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま

た
。
未
支
給
年
金
が
あ
る
場
合
に
は
、

米
支
給
年
金
の
支
払
い
か
遅
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
遅
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
届
け
出
の
際
は
。
死
亡
さ

れ
た
方
の
年
金
証
書
を
必
ず
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

晩
　
翆
　

賞

晩
翆
児
童
賞
詩
作
品

募
集

土
井
晩
翆
顕
彰
会
（
石
井
享
仙
台

市
長

心
長
）
で
は
、
毎
年
す
ぐ
れ
た

詩
作
品
を
次
に
よ
り
募
集
。
各
賞
を

贈
っ
て
い
ま
す
。

▽
賞晩

翆

賞

‘：
ｉ

名
（
賞
状
・
賞
牌
・

賞
金
5
0万
円
）

晩
翆
児

童
賞
…

１
名
（
賞
状
・
賞

牌
・
晩
翆
筆
木
彫
額
）

佳
作
数
名
に
賞
状
他

▽
応
募
資
格

東
北

地
方
在

住
者
ま

た
は
東

北
地

方
出
身

者
、
晩

翠
賞
・・・
高
校

生
・

大
学

生

二

股
、
晩

翆
児
童

賞
…

小
学

生
・
中

学
生

▽
応
募
方
法

平
成
元
年
９
月
1
1日
か
ら
平
成
２

年
９
月
1
0日
ま
で
の
作
品

晩
翆
賞
・：
刊
行
さ
れ
た
詩
集

晩
苹
児
童
賞
・：
学
校
文
集
・
機
関

紙
・
新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
▽
応
募
締
切

９
月
1
9
日
（
水

）

－

送
稿
先
・
問
い
合
わ
せ

辱
蜘
仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁

目
７
－

１

仙
台
市
企
画
局
文
化
振
興
課
内

土
井
晩
翆
顕
賞
会
事
務
局

一－
０
２
２
（
2
6
1

）
－

１
１
１



作品募 集

福
島
県

勤
労
者
美
術
展
寛
会

福
島
県
、
福
鳥
県
教
育
委
員
会
。

福
島
県
労
政
協
会
主
催
の
、
第
Ｓ
回

福
鳥
県
勤
労
者
美
術
展
覧
会
の
作
品

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

作
品
の
規
格

日
本
画

洋

画

書写

真

６
号
か
ら

圜
号
ま
で

日
本
画
に
準
ず
る

（
版
画
を
含
む
）

額
装
仕
上
り
9
0`
ｘ
2
1
2

｀
以
内
ま
た
は
ｓ

｀
×

ａ

㎝
以
内

（
刻
字
を
含
む
）

四
ツ
切
以
上

。
組
写
真

は
三
枚
ま
で
を
一
点
と

し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
付

す
る
こ
と
。

装
　
Ｔ

Ｈ
日
本
画
・
洋
画
・
霄
に
つ
い
て

は
額
装
し
、
写
真
に
つ
い
て
は

パ
ネ
ル
張
り
と
す
る

倒
各
部
門
と
も
ガ
ラ
ス
を
使
川
し

な
い
こ
と
（
ア
タ
リ
ル
は
可
）

白
作
品
の
軣
に
、
掲
示
用
の
フ
ッ

ク
・
紐
な
ど
を
付
け
る
こ
と

出
品
者

県
内
の
勤
労
者
の
作
品
で
未
発
表

の
も
の

出
品
点
数

一
穐
日
一
点
と
す
る

翕
　
期

９
月
６
日
｛
木
Ｔ

９
月
９
日
盲

｝

会

場
福
鳥
県
文
化
セ
ン
タ
ー

三
階
展
示
室

搬
　
入

８

月
2
9
日
（
水

）
1
1時
～
1
9
時

福
島
県

文
化

セ
ン

タ
ー
西

口

■
問
い
合
わ
せ

一

一`
福
島
市
杉
妻
町
2
1
1
6

福
島
県
労
政
課

一

剛
1
1
1
1
内
線
4
0
7
3

適
切
な
応
急
手
当
て
が
　
尊

い
命
を
守
り
ま
す

も
し
家
族
か
急
に
倒
れ
た
ら
、
あ

な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
…
…
．
手

当
て
の
方
法
か
わ
か
ら
ず
、
慌
て
て

し
ま
い
戸
感

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
．

救
愈
隊
か
到
着
す
る
ま
で
の
適
切

な
応
急
手
当
て
か
、
そ
の
人
の
尊
い

命
を
守
り
ま
す
．

伊
達
地
方
消
防
組
合
で
は
、
８
月
1
4

日
か
ら
９
月
1
5日
ま
で
『
救
急
応

愈
手
当
講
習
会
』
を
闘
催
い
た
し
ま

す
．
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
て
の
知

識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
．

な
お
、
講
習
会
は
団
体
、
グ
ル
ー

プ
単
位
で
実
施
い
た
し
ま
す
．

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

伊
達
地
方
消
防
組
合
酉
分
署

一
‘
０
3
1
9
0

ご
存
知
で
す
か
？

検

察

審

査

会

『
交
通
事
故
で
大
ヶ
ガ
を
し
た
．

で
も
、
車
を
運
転
し
て

い
た
人
は
、

裁
判
に
も
か
け
ら
れ
ず
に
い
る
．
お

か
し
い
…
…
』
そ
ん
な
疑
問
に
．
検

察
審
査
会
は
答
え
ま
す
．

検
察
審
査
会
は
．
選
挙
権
の
あ
る

国
民
の
中
か
ら
『
く
じ
』
で
選
ば
れ

た
1
1人
の
検
察
審
査
只
が
、
市
民
の

日
で
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
（
裁

判
に
か
け
な
か

り
た
こ
と
）
が
正
し

か

う
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ
と

を
主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
．

検
察
官
の
不
起
餌
処
分
に
疑
問
を

お
持
ち
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
・

■
問
い
合
わ
せ

・

知
福
島
市
花
園
町
５
－
4
5

福
島
地
方
裁
判
所
内
福
島
検
察
審

査
会
事
務
局

一

剛
2
1
5
6

内
線
２
７
４

戸 籍 の 窓口
｛７月受 付 分1

出生おめでとうございます

子 の 名 保護者　　町内会

雑 人(りゅうと)菊地 政蔵 石毋田東

拓 也(た く や)石川 博利 第　 四

奈津紀(な っ き)佐藤 浩治 第　 二

有 紀(ゆ　 き)八巻喜治郎 總 江 北

梨 恵(り　 え)松浦　 守 大 木 戸

真 紀(ま　 き〉輹藩 政希 小　 坂

満 賻(みつひろ)榊　 正博 宮　 舘

孝 紀(たかのり)後藤 孝一 高　 墟

千 佳(ち　 か)加藤 順一 宮 町 北

夏 妃(な つ き)佐藤 道裕 窗　 舘

亮 助(りょうすけ)熊坂 哲夫 板　 橘

結婚おめでとうございます

氏　　 名

安 藤 隆 志

佐 藤 裕 子

沼 田 裕 一

菅 野 明 子

町内会

前　 田

福島 市
宮町 北

東 和町

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

実 沢 律 子　　58　　 板　 擒

佐 野 ア　キ　　90　　 第　 八

菅 野 ヨ　ノ　　90　　 内 谷 東

寺 鳥 セ ツ　　76　　 第 十 一

大 野 膓 泊　　78　　 前　 田

蓬 田 照 夫　　55　　 第　 九

人 口 と 世 帯

８月１日現在(前月比)７月中のうごき

人
　

’`

口
’

･男5  ,  4 人 （＋1 ）

･女6  靆 94 人(  十 6  )

･  計 11 , 8  |人(  十 7  )

世帯敷2  , 7戸(  十 4 )

転 入　17人

転 出　15人

出 生　11人

死　亡　６人

８月　葉月（はづき）

19 日 ( 日 ) バイクの日

四 日 (木）処　簪

30日（木）防災週間

㎜､j 疽 詭 匙塑L

９月　長月(ながつき)、

１ 日 （土 ）二 百十 日

肪 災の 日

|  9 日 ( 日 ) 救急 の 日

15 曰 く土廴 敬老 の目

心配ごと相談日
鳩 所 ： 役 鳩 二階 相 談 室 （●●入口から魯人り下あい）

時 間 ： ９ 時 ～12 時

こ まったことや､･相談ごとがあり ましたら、

お気軽にご相談下 さい。秘密 は絶対に守ります。

{ 相破員}

８月24 日 (金）村上 金正・築瀬 貞子

９月５曰 く水）秡沢　 正・高野 時子

９月14 日 (金）松浦 輝夫・高橋 恵子



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有）４156

少
年
仲
問
づ
く
り
教
室

キ
ャ
ン
プ
研
修

少
年
仲
問
づ
く
り
教
室
年
間
事
業

の
一
環
で
あ
る
キ
ャ
ン
プ
研
修
か
、

七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

の
二
泊
三
日
で
。
宮
城
県
白
石
市
の

国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
に
町
内

四
つ
の
小
学
校
の
仲
間
三
十
八
名
か

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

天
候
も
よ
く
、
炎
天
下
の
も
と
赤

ト
ン
ボ
か
舞
う
な
か
で
、
沢
下
り
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
自
然
観
察

と
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
生
活
で
し
た
。

自
分
の
仕
事
を
忘
れ
、
一
生
照
命

指
導
し
て
下
さ
。
た
ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア

の
サ
ー
ク
ル
ぼ
け
っ
と
の
方
々
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夏
一
番
の
思
い
出

大
枝
小
学
校
六
年
　
鈴
木
祥
子

わ
た
し
は
、
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し

て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
幸
ん
だ
。

初
め
、
着
い
た
時
は
。
四
年
生
の

時
の
キ
ャ
ン
プ
で
ひ
ど
い
め
に
あ
っ

た
の
で
、
全
身
か
不
安
に
つ
つ
ま
れ

て
い
る
よ
う
だ

り
た
。
だ
か
、
沢
下

り
を
し
た
あ
と
は
、
不
思
議
な
こ
と

に
そ
ん
な
気
持
ち
は
、
ど
こ
か
に
ふ

っ
と
ん
で
い
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

い
ろ
い
ろ
な
希
望
が
み
え
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
過
ご
す
日
々
も
楽
し
み

に
な
っ
て
き
た
。

夜
は
テ
ン
ト
か
う
ま
く
た
て
ら
れ

ず
に
ね
る
の
が
こ
わ
か
っ
た
。
朝
起

き
て
み
る
と
、
テ
ン
ト
は
、
形
も
く

ず
れ
ず
に
き
ち
ん
と
た
っ
て
い
た
。

朝
日
は
、
真
っ
赤
で
喜
び
を
表
し

て
い
る
よ
う
だ
・
た
。

二
日
目
は
、
（

イ
キ
ン
グ
と
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
あ
る
ｎ

だ
。
朔

か
ら
ま
ち
ど
お
し
く
て
た
ま
ら
な
か

っ
た
。

い
よ
い
よ
（

イ
キ
ン
グ
の
出
発
だ
。

ふ
っ
う
は
、
学
校
ま
で
歩

い
て

い

く
の
さ
え
い
や
に
な
る
の
だ
が
、
こ

の
卩
は
な
ぜ
か
歩
く
の
か
楽
し
く
て

地
球
の
は
て
ま
で
も
歩
い
て

い
け
そ

う
な
気
が
し
た
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り

嚼
分
く
ら
い
歩
く
と
つ
か
れ
て
き
た
。

だ
け
ど
す
ず
し
い
木
か
げ
、
そ
れ

か
ら
沢
の
音
を
聞
く
と
、
心
か
落
ち

っ
き
、
す
ず
し
く
な
っ
て
力
が
わ

い

て
き
た
。

口
的
地
近
く
な
る
と
歩
く
の
も
ど

ん
ど
ん
遠
く
な
・

た
。
目
的
地
に
つ

く
と
赤
と
ん
ぽ
な
ど
か
た
く
さ
ん
と

ん
で

い
て
と
て
し
楽
し
か
っ
た
。
帰

り
は
ら
ぐ
に
歩
け
た
。

次
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。

い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
ン
ツ
か
あ

ご
ヽ

と
て
も
楽
し
か
｛

た
。

飯
ご
う
炊
飯
も
と
て
も
じ
ょ
う
ず

に
で
き
た
し
新
し
い
友
達
も
た
く
さ

ん
で
き
た
。

胯
話
を
し
て
く
れ
た
公
民
館
の
人

速
や
サ
ー
ク
ル
ぽ
け
っ
と
の
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

楽

し

か

っ

た

三

日

間

藤
田
小
半
校
五
年

根
本
健
史

夏
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
少
年
仲
川

づ
く
り
キ
ャ
ン
プ
研
修
会
か
あ
り
ま

し
た
．
学
校
で
相
馬
に
行
・
た
時
は
．

二
日
間
と
も
雨
だ
っ
た
の
で
．
ど
う

か
晴
れ
ま
す
よ
う
に
と
願

っ
て
行
き

ま
し

た
。

行
き
先

は
、
国

立
南

蔵
王

青
少

年
野
轡

場
で
す

。
男

女
三

十
八

名
観

光

バ
ス

に
乗

り
出
発

し
ま
し

た

。

キ

ャ
ン
プ
場

に
騎

い
た
と
こ

ろ
、
赤

ト
ン

ボ
か

た
く
さ
ん

い
て

、
と
て

も

き
れ

い
な
所

で
し

た
‘
ち

よ
一つ
と

行

’。
た

山
あ

い
に
き
れ

い
な
川

が
あ

り
、

そ

こ
で

沢
下

り
を
し

ま
し

た
。
つ

り

鴣
の
下

が
ス

タ
ー
ト
で

す

。

ズ

ボ
ン
の
す

そ
を
ま

く
り

、
く

つ

下

を
脱

ぎ
安
孫

子
真
也

君
と

い
っ
し

ょ
に
行

き
ま
し

た
。
濆

中

に
は
、

い

ろ

い
ろ

な
岩
石

か
あ

。
た
り
し

ま
し

た
I 
0先
生

か
急

に
止
ま

り
、「
男

の
人

は

ま
『

す

ぐ
行

っ
て
、

女
の
人

は
あ

ぷ
な

い
の

で
山

の
方
を
行

き
な

き

い
Ｊ

と

い

い
ま

し

た
。
ち
が
う

方

に
渡

ろ

う

と
し
て
く

っ

か
ぬ
れ
て

し
ま

い
ま

し

た
。
川

の
水

は
と
て
も
冷

た
か
・

た

。
川
に
落

ち
な

い
で
行

く
の
は

む

ず
か
し

か

、
た

。
そ
し
て

ぽ
く

ら
は

四
番
目
に
着
き
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
登
山
か
あ
り
ま
し
た
。

約
六
キ
ロ
の
山
道
で
す
。
ち
ょ
っ

と
し
か
歩
い
て
い
な
い
の
に
疲
れ
て

き
ま
し
た
。
行
く
と
こ
。
行
く
と
こ

く
ね
く
ね
道
で
歩
き
に
く
く
、
こ
け

た
り
し
ま
し
た
。
や
『

と
日
的
地
に

蕃
き
、
女
の
人
の
作
『

て
く
れ
た
お

む
す
ぴ
を
食
べ
ま
し
た
。
な
か
に
は
、

大
き
い
の
や
、
小
さ
い
の
か
あ
り
食

べ
に
く
か
っ
た
け
ど
、
と
っ
て
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
帰
り
は
、
下
り

な
の
で
行
く
時
よ
り
は
、
ら
く
で
し

た
が
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
着
い
た
時
は
。

フ
ラ
フ
ラ
で
も
う
歩
け
な
い
と
い
う

感
じ
に
な
・
て
し
ま
い
ま
し
た
。

夜
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

を
し
て
、
み
ん
な
と
楽
し
く
す

ご
し

ま
し
た
。
あ

。
と
い
う
間
に
三
日
問

が
過
ぎ
て
し
ま

い
、
も
っ
と
泊

っ
て

い
た
か
っ
た
で
す
。
ま
た
来
年
も
参

加
し
て
楽
し
い
思
い
川
を
い
っ
ぱ
い

つ
く
り
た
い
で
す
。

▲楽しいキャンプ生活を前に

▲苦しかったけど楽しい思い出,･･･沢下り

スポーツだより
◇伊達スポーツ大会

と き　 ９ 月2  日 ( 日 )

予備日 ９月9 11 （ 日）

町民 テニ スコ ート

◇篇９回町長杯争奪ナイター

ソフトボール大会

とき　９月３日(月)より

県北中 グラウンド



エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
参
加
し
て

後
職
ツ
ヤ
子

町
の
広
報
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

の
募
集
を
見
て
、
リ
ズ
ム
感
も
な
い

私
に
体
が
つ
い
て
い
け
る
か
ど
う
か

途
惑

い
な
が
ら
も
申
し
込
み
ま
し
た
。

六
月
十
六
日
か
ら
七
月
十
四
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
七
時
か
ら
五

回
コ
ー
ス
と
し
て
。
一
時
間
三
〇
分

の
時
間
は
、
手
足
腰
を
中
心
に
、
柔

軟
性
を
重
視
し
た
テ
ン
ポ
の
早

い
音

楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
し
ま
す
。

後
半
は
静
か
な
波
の
音
を
聴
き
な

が
ら
上
下
ｔ

身
の
運
動
で
、
酸
素
を

体
内
に
吸
収
し
、
又
心
肺
機
能
を
高

め
る
效
果
も
あ
る
そ
う
で
す
。

三
十
人
中
ほ
と
ん
ど
か
全
同
出
席

し
た
事
は
と
て
も
廝
睛
し

い
事
と
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
と
言
う
人
は

全
員
で
し
た
。
私
も
初
め
て
の
鰹
験

で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
こ
れ
か

ら
も
健
康
腎
理
と
若
さ
４
・
保
つ
た
め

に
つ
づ
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し

た
。

町
で
も
現
代
ス
ポ
ー
ツ
を
ど
ん
ど
ん

取
り
組
ん
で
人
と
人
と
の
和
を
広
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

尾
瀬
を
歩
い
て新

村
　
京
子

元
気
印

の
一
行

を
乗

せ
た

パ
ス
は

尾
瀬
へ
向
か
Ｉご

、
川
発
し
ま
し
た
。

じ

夕
の

朔
の

こ
と
で
す

。
そ

の
若

さ
？

（
平
均

年
令

五

‐
1
.
四
歳
）

と
心

意
気

に
圧
倒

さ

れ
た
の
で

し
Ｊ
う

か

。
曇

っ
て

い
た
空

も
晴
れ

て
き

て
絶
好

の

登
山
日

和
と

な
り
ま

し
た

。

見
な

れ

た
様
な
風
景

か
続

き

『
あ

ら
国
見

と
同
じ

だ
な

い
』

な
ん
て

い

い
な

が
ら
も

、
バ
ス

の
中
は

尾
瀬

へ

の
期

待

と
憧
れ
で

い
っ
ぱ

い
で

す

。

さ
あ
、
沼
山
休
憩
所
到
着
で
す
。

こ
こ
か
ら
私
達
は
オ
ゼ
ニ
ス
ト
に
な

り
ま
し
た
。
『
こ
ん
に
ち
は
』
「
こ

ん
に
ち
は
″こ

と
す
れ
ち
か
う
度
に

挨
拶
を
交
わ
し
見
ず
知
ら
ず
で
も
ス

ー
。
と
＆
葉
が
で
る
の
は
、
豊
か
な

自
然
か
人
の
心
を
ゆ

。
た
り
さ
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
雄
大
な
燧
ケ
岳
を

日
の
前
に
し
て
人
江
湿
原
に
入
る
と
、

純
白
の
ワ
タ
ス
ゲ
か
風
に
吹
か
れ
て

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
い
う
様
に
小

首
を
か
し
げ
て
（

イ
カ
ー
達
を
迎
え

て
ぐ
れ
ま
す
。
尾
瀬
の
ス
タ
ー
、
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
は
退
場
し
て
し
ま
っ
た

が
、
今
度
は
ワ
タ
ス
ゲ
や
二
。
コ
ウ

キ
ス
ゲ
が
私
遠
の
出
番
よ
と
咲
き
竸

っ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
中
は
人
で

埋
ま
る
木
遣
も
。
昔
は
会
津
と
上
州

を
結
ぶ
塩
の
道
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

や
っ
と
尾
瀬
沼
ヒ
ュ

ご
ア
に
着
き

ま
し
た
。
夕
食
の
あ
と
外
に
出
て
ぼ

ん
や
り
と
尾
瀬
沼
の
水
面
と
夕
暮
れ

の
燧
ケ
岳
を
眺

め
て

い
る
と
、
雄
大

な
自
然
と
一
つ
に
な
っ
て
幻
恕
の
世

界
へ
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
気
分
で
す
。

さ
て
翌
朝
は
さ
わ
や
か
に
日
覚
め

て
、
岩
ツ

バ
メ
と
び
交
う
中

『
ワ
ー

き
れ
い
／
』
と
歓
声
と
青
空
を
お
供

に
し
て
沼
尻
湿
原
を
散
策
し
ま
し
た
。

紀
子
様
の
お
印
と
な

。
た
ヒ
オ
ウ
ギ

ア
ヤ
メ
も
消
楚
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

自
然
を
満
喫
す
る
人
速
の
陰
で
、

尾
瀬
を
守
る
努
力
を
し
て
い
る
人
達

を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

お
世
話
し
て
く
だ
さ
〃
た
方
々
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て

新
鮮
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
尾
瀬

の
山
々
。
可
憐
な
花
た
ち
に
乾
杯
μ
‥

見
学
学
習
に
参
加
し
て

吉
田
　
英
夫

成

人
学
級

と
中

央
婦

人
学
級

と

の

合
同

見
学

学
習
か

七
月

十
八

日
（
水

）

実
施

さ
れ

ま
し

た
、
当

日
は

梅
雨
前

線
か
東

北

地
方
北

部
を
横

切

り
、
太

平
洋

高
気

圧
か

ら
吹
き

出
す
南

風
で

気
温

は
急
ｈ

昇
し

、
梅
雨

明
け

を
思

わ
せ

る
暑

い
一
日

で
こ

の
日
関

東
か

ら
九

州
北
部

ま
で

一
斉

に
梅
雨

が
明

け
ま

し

た
。

参
加

者
六

十
二

名
は
ワ

ゴ
ン
車

と

マ
イ

ク
ロ

バ
ス
二

台
に

分
乗
し

、
午

前
十
時

公
民

館
前

を
出

発
し
福

鳥
市

に
向

か

い
ま
し

た
。

最

初
の

見
学

は
御
山

町
に
あ

る
地

上
五

階
・
地

下
一

階
の

Ｆ

Ｔ
Ｖ
放
送

会
館
で

本
杜

か

ら
の
電
波

は
現

在

七

‐
1
‐
五

の
中
継

局
を

通
し

て
県
内

に
楽

し

い
番
組
を

流
し

て

い
る
そ
う

で
、

先
ず

カ
ラ

ー
カ

メ
ラ
三
台

と

調
光
装

匱
等
色

々

の
放

送
般
備

の
あ

る
第
一

テ

レ
ビ
ス

タ

ジ
オ
の
見

学
で

し
た
・

こ
こ

は
三

階
ま
で

天
井
吹

き
抜

け

の

大
型

の
ス

タ

ジ
オ
で
そ

の
広

さ
に

Ｉ

４

吃

驚
し

。
二
階

の
第
ニ

ス

タ

ジ
オ

や
主

調
整
室

は

通
路
か

ら

ガ
ラ

ス
越

し

に
見
る

だ
け
で

し

た
。

次

の
見

学
は

十
二
号
国

道
沿

い
に

あ
る
福

島
中

央
郵

便
局
で

現
局
舎

は

昭

和
五

十
一
。一
年

八
月

の
完

成
と

か
。

こ
こ

で
は

選
別
台

付
自
動

取
榊

押

印
機

や

郵
便
番

号
自

動
読
取

区

分
機

を

実
際

に
稼
動

さ
せ

、
ま

た
小
包

追

跡

シ
ス
テ

ム
機

は
コ

ン

ピ
ュ
ー

タ
ー

で

発
送

小
包

の
配
達

か
即
時

に
分

か

る
仕
組
み

に

な

う
て

お
り

、
ま

た
中

合

や
県
経

済
連

と
タ

イ
ア

ッ
プ
し

て

お
中
元
用

品
や

福
鳥

の
果
物

を
ゆ
う

パ
ッ
ク
で

発

送
し
て

い
る

と
の
こ

と

で

し

た
。

以

上
ニ

ケ
所

で
午

前
の
見

学
学
習

を
終

了

し
、

昼
食
は

伯
養
軒

で
し

た
。

午

後

は
森
合

に
あ

る
県
立

図
書

館

で
先

ず
研

修
室

に
於

て
図
書

館
の

概

要

説
明

を
聞
き

ま
し

た
。

県
内

に
は

二

十
四

の
図

書
館

が
あ
り

。
現
在

の

貸

出
数

は
約
三

万
五
千

冊

・
貸
出
図

轡

は
平
均

一

人
当
り

年
八
冊

と
か

。

県

立
図

書
館

に
は
五

十
七
万

冊
の

図

書
と
雑
誌

七
百

種
・

新
聞
は

各
社

の

も

の

が
総

て

保
存
し

て
あ
り

、
図

書

の
貸

出

し
は

一
人
四
冊

以
内

で
、

二

週
間
を

限
度

に
し
て

い
る

と
の
由

。

そ
れ
か
ら
係
官
の
案
内
で
社
会
科
学

・

人
文
科
乍
・
自
然
科
学
・
新
聞
雑
誌
・

郷
土

資
料

の
各
コ

ー
ナ

ー
を

見
学
し

ま
し

た

。

続

い
て
図

書
館

西
側

に
あ
る

県
立

美
術

館
で
企

画
展

の
シ

ャ
ガ

ー
ル
名

作
版
画

展

と
常
設

展
を
観

賞
し

、
そ

れ
ぞ

れ
見
聞

を

広
め
て
帰

途
に

着
き

ま
し

た
。

▲ いい汗 流 して一一･エ アロビ ク ス教室

Ａ尾瀬沼ヒュッテ前で



さ
わ
や
か

ミ

ス

ピ

ー

チ

モ
モ
の
最
盛
期
を
迎
え
た
七
町
二

十
六
日
、
お
い
し

い
福
島
の
く
だ
も

の
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

『
洳
ミ
ス
ビ

ー
チ

ー
が
役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
日
訪
問
し
た
ミ
ス
ピ
ー
チ
は
、

占
崎
秀
7‐
さ
ん
（
慂

、
遠
藤
未
来
子

さ
ん
（
召

、
佐
藤
美
幸
さ
ん
（
咄
ご
、

宍
戸
美
和
子
さ
ん
（
2
0）、
渡
邊
久
美

子
さ
ん
（
1
9）。
今
年
で
第
二
十
八
代

目
の
ミ
ス
ピ
ー
チ
十
人
の
う
ち
の
五

人
で
、
古
崎
さ
ん
ら
は
「
什
く
、
お

い
し

い
福
島
産
の
モ
モ
を
は
じ

め
、

ナ
シ
、
リ
ン
ゴ
な
ど
福
鳥
特
産
の
ぐ

だ
し
の
を
全
国
に
売
り
込
み
ま
す
」

と
力
強
く
語
っ
て

い
ま
し
た

今
後
、
ミ
ス
ビ
ー
チ
の
皆
さ
ん
は
、

福
励
駅
新
幹
線
ホ
ー
ム
で
の
叩
売
Ｐ

Ｒ
や
テ

レ
ビ
出
演
な
ど
、
東
京
・
人

阪
班
・
と
東
北
・
北
海
道
班
に
分
か
れ

て
販
売
Ｐ
Ｒ

に
活
躍
し
ま
す
．

な
お
、
べ
月
ｔ

二
日
か
ら
卜
六
卜

ま
で
は
、
お
盆
の
帰
竹
富
で
に
ぎ
わ

う
東
北
自
動
叺
通
国
見
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
し
モ
モ
の
販
売
に
活
躍
し
ま

す厚
樫
山
山
頂
を
清
掃

Ｉ

国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
ー

国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
じ
川

ニ
ト
日
、
厚
搾
山
山
眼
付
近
の
清
掃

奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

ラ

イ

オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ
の
今
り

の
ア

タ
テ

’
ビ

ー
ア

’
（
奉

什
活

動
）

と

し
て

火
施

し

た
も
の
で

、
佐

久
間

信

会

長
は
じ

め
卜

人

が
参
加
し

ま
し

た
．

山
皈

に
は
畩

枚
な

ど
が
咆

气‐‐
れ
て

い
る
む

の
の
、

．び
｀
叺

か
生

い
茂

り
空

き

缶
な

ど
の

ゴ
ミ
Ｃ

凵
に
つ

き
ま

し

た
．

会
八

の
皆

さ
ん

は
強

い
卜
雇

し

の

ド
、
約

．
．時

川

に
わ
た
こ

て
叺
刈

り
や

ゴ
ミ
冊

い
に
・
訐
を
流
し

．
川

問

は

見
違

え
る

ほ
ど
丶
・
れ

い
に
な

り
ま

し

た
イ
ン
タ
ハ
イ
に
出
場

馬
術
に
斎
藤
は
る
み
さ
ん

じ
月

．一
Ｉ

八

日
か
ら
鹿

児
鳥

県
川

辺
町

で
開
催

さ

れ
た
　

公

川
高

校
総

（
い
休

青
人
（

ご

｛
イ
ン

タ
（

イ

）
の

馬
術
競

技

に
、
川

見
町
か

ら
斎
藤

は

る
み

き
ん

｛
森

山
字
咾
懐
1
4
、
福

鳥

西

女
子

高

．
．
年

｝
が
出
場

し
ま

し
た
．『

斎
藤
さ
ん
は
、
出
発
を
前
に
し
た

じ
り
Ｉ
．
卜
三
日
に
役
場
を
訪
れ
、
イ

ン
タ
（

イ
出
場
を
報
告
し
て
、
町
青

少
乍
育
成
町
民
会
議
会
長
の
冨
永
町

長
か
ら
激
励
彖
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
二
十
二
日
か
ら
行
わ

れ
た
県
総
介
体
育
大
会
柔
道
人
会

に

川
場
し
た
本
Ⅲ
太
郎
拷
（
県
北
中
一
。

年
）
と
臨
橋
竜
也
甘
（
県
北
中
二
年
）

に
し
激
励
急
か
･
 第 
1 
｢れ
ま
し
た
。

大
に
ぎ
わ
い

納
涼
歩
行
者
天
国

町
商

Ｌ
会

青
年

郎

（
岡

崎
長
市

郎

長
）

か
、
商

店
街

と
町
の

活
性
化

を

図
ろ
う

と

、
ぺ
月

叫
日
午

後
二
時

か

．‐‥
「
第
．．．
川
納
涼
歩

行
者

人
国

」
を

閧
催

し
ま
し

た
．

町
中

心
部

の
旧

叩
１１
。．り
国

道
約

二
百

六
竏
‥
冫
一
会

場

に
ポ
ニ

ー
と
遊

ぼ
う
、

ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会

、
も
ち

っ
き

、
宝

く
じ
ゲ
ー
ム
な
ど
趣
向
を
こ
ら
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ

い
ま

し
た
。

ま
た
、
午
後
七
時
か
ら
は
会
場
中

央
に
設
け
ら
れ
た
特
般
や
ぐ
ら
を
囲

み
、
盆
踊
り
か
久
タ
ー
ト
。
浴
衣
姿

や
仮
装
に
身
を
包
ん
だ
大
勢
の
人
た

ち
か
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
’

▲r 績鳥のおいしいくだものを全国にＰＲします./j

編
集
日
記

○
夏
本
番
を
迎
え
、
各
地
で
夏
祭
り

か
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
で
も
花
火
大
会
、
納
涼

歩
行
者
大
国
、
盆
踊
り
な
ど
か
行
わ

れ
、
日
焼
け
し
た
ち
び
っ
こ
た
ち
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
○
新
聞
報
道

で

め
だ
っ
の
が
交
通
死
亡
事
故
の
多

発
。
ド
ラ
イ
バ
’・
の
皆
さ
ん
、
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

（
Ｋ

）

･
　
望
　
当
　
ま

幸
藤
Ⅲ
字

．ｒ

川
．
．２
の
Ｉ

魯
九
六
九
・‐
．
Ｌ
　

魯
・宀

弋
四
五
一
‐
べ
．ａ
－

Ｉ

…

一
代
表
）

Ａ車刈りに汗を濆すライオンズクラブ会員の皆さん

よ富永町長から斎蕀さんに激励童

▲子ども盆踊りも大にぎわい

▲饋をまつ白にして･…宝くじゲーム
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